
その歯拠とするところは、すべて遺構や遺物に釦実に瞳されでいる.曹は、その睦を解〈か苦

かにかかっている疋けである。

銭々は、その駐を極めて陪々にではあるが解明の努力を して来た.そして、その結果、中期

が判れば、あとは応用問岨で前期早期と遡っても‘憧期 ー晩期と陣つでも容易に解けていく

はずである.

本論でl率、その一部を断片的に紹介Lたにすぎないが‘いずれ機会をみて糸統的にそ師会製

を明らかにしていきたいと考えている. (武雄峰六}

第4節 煤とお焦げ

土器といえばとか〈その器面を蹄る文相にばかり臨を琢われ勝ちであるが、阿ょ ηも宜物を

煮故きするのが土器本来的値命であるから.そのつもりになうて見ると通常会深鉢形土器には

煮故きの跡を示す煤やお焦げがいっぱい付いている.しかも多少の個体垂はあれ、外援の螺け

と内壁のお絹げの村き方l主意外なほど盟則的であるばかりか、両者は一体の関係にある.それ

は煮抜きの仕方、ひいてはその相手である食物の種類を推定するのに+分な手懸かりと辛つで

いる.個々の状態については報文中に配したので、比郎凶句はっき η埠けとお焦げが睦っている

もの69角、をここに図示してまとめ、摘単~考察を加えたいと思う。

はじめに燃の付者は、総Uて器体的上半島Sにあり、腰ょη下にはみられない。夜措に躍と確

かめられな〈ても、器面の上半剖は黒~紫禍邑の暗い色調舎のに下半部は明かるい股網色~赤

茶褐色をして封躍的に分かれている地合、上半部は蝶煙のしみつきによって暗色化したと見惜

してよいだろうo 103， 107 . 23 . 20 . 86 . 91などがそうである。外壁の艦けは出ト輔を画し

ており、それはしばしば口帽の屈曲部や文崎帯と一致する033.45・1担 91. 1861左前者、

11'12.1回 23 叩 86.87が後者の聞であり.特に構位田文様帯と葉支部の区酬は、煮欽

きの仕方を予め承知したうえでのことという感が強い.

次に縄付きは‘内盟の下半部と全体と口揖部付近との三通りに見られ、 23. 46. 149 .96な

ど例外はあっても底近くには付いて無い。最も多いのは下半部であり、"ぽ一揖を画し、岨ゃ

87あるいは引のように明暗会パノド棋をなす嗣もある。また103. 102 . 86のように構帯主掛の

区画と、 130.38.91.61のように腰部などの〈ぴれと一致する渇告がある。これらは6闘を

占め、韓りの3事1Iが内壁全体、l割が口揖付近の焦げ付きである.中には78.79のごと〈、煮

こぼれて口蹄外躍にこびりついた間もある。

Lたがって過半数の深鉢は、タ慌のよさ宇部が燃け、内堕の下半却が組lず付いてお η、基本的
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第142図 九兵衛尾拙。新道，藤内式土器の障とお焦げ (1/9 ) 
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第143図 藤内，弁戸民主主土器の煤とお焦げ(1 /9 ) 
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詰144図 曽利式土器の躍とお焦げ(!/9) 
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に両者は亜ならず、互いに制匠する閣時にある。暁に72.131 . 86 . 5S~どのよ?に カ yキ

リと一組を岨Lて内外のが態がちぐはぐなのを見ると、そこには甜れもなく揖姑きにおける炎

と加熱作用の法JIIJ性が示されている。

かつて匝田市考古資料館で地野新切遺跡の中期憧半の土器昨を参脱した時われわれは、非常

に漫厚な蝶とお焦げ治世県と分かれて付いている状態に盟i なぜそう会るのか考え込んでし

まっ足。しかLこうしたことは3ザスとアルミ舗を由っている者には解らないどろう.島家で年

配の主掛に教えてもらうのカ最も擁かでもある。

よ

第145図 絵轄の欽き15と煤とお焦げの付き方

そこで棋式的な闘をとって実際の需拡きを考えると郷図のようになる。探鉢の器ほl志、lJ;iJIIJ 

的に 31f!に分かれる o 1 砥部近くの焦げも煤もつか辛い部分。 87や 190のよヲに外壁が)g祖

せたように白間色を呈している渇告がみられる。ここは火床に据えられ、績拡きの前障ではオ

キの炎を受けて白っぽく熱せられるが、後世では灰にとり固まれるから中身が絡げ付くほどに

はならない. 2 内自主が焦げ付いた胴下半師。ここは煮曲きの後地で火を退いてからオキによ

ってト ロトロと蕗らされる。だから水虫の無くなった内容物は焦げつき昂〈、 外壁はオキの炎

によって赤~岱掴芭の二次蝶成を受ける.3 外壁が艦けている器体上ド師。ここは煮抜き前

世における赤い炎や理由炭素粒が付着して蝶ける。その段階では内に水分があるから絡げつか

ない。つまり、こフした躍とお綿げの在り方!率、最初にパ γパッと勢いよく火を費き、 1設はオ

キによってトロトロとじっく η故きあげるような煮航法の桔栄にほかならない。

では.このような方法で煮肱きされる相手は何疋ろうか。それは雑録煩のf自にあり得策い。

最も手強いのはオオムギでも、相iに変飯を肱〈時は前の晩にムギを先に欽いでえませておくとい

う。アワ キピの舗や玄米も昼時間トロ火にかけでカユに性きあげるのが普通のやり方である。

本来が酷しにくいかわりに時めに〈い土捕は、こうした栄枯去にぴったりの後能を有するから、
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縄文の土器も同柑であろう。

そして‘ i揮鉢形土置の外股上，~t 内股 Hとでも相反する煤とお焦げの吋き方は.時代を問わ

ず縄文平期間尖岨土器から悦:生式土器に主るまで普辿的にみられる。それはとりもなおさず

雑粧の宜生活に共通な由蹄であって‘そうした視占からみると、早期から弥生時代まで探鉢の

基本形態なんて大しで変わりないのである@

さてそうすると、内壁が全体的に鰍げているのや口縄付近に鰍げつきがあるのはどう解釈す

べきだろうか。これらの場合は外壁の臨けとお抽げが共存関係にあるから、火鈴が強いうらに

焦げつくようなグツグYとした場ブJでもある。したがって中身は‘ r同勿とか雑棋のようなものど

ろう。水分の燕提につれて口符から岨に焦げつきが下がってゆくし、飯を故くのとは拠ってそ

の埠にもその時々でむらがあるから輯じて全体にこびつきが琵遣する。またマメのよフ lニ長時

間かけて煮なければならないものは、うっかりすると絡げつかせてしまう.

以上のほかに、 「節でる」と「燕すJ とがある。イモ甜などを省?でる喝合にはあまり鰍げ付

くことは♀いだろう.謀すのには革器という独特な形態が発遣した。.38を縦形として 136.91 

出がその正系であり、 46.88.53がそのl崎市である.謀器の焦げつき方はいろいろに会って

いる。また台付濯も将別な指故同盟であ η、139. 59. 182 ~ど煤やこびりつきが認められる.

おLまいに、 12は器形 胎土醜成 施文とも基本的に平安時代町主要と同等な土器であり、土

器というものの時代を超えた不藍性を示す つの見本みたいな形態であるが、その煤けとお餓

げの付き方もまた絶妙である。すなわち、外盟町蝶と内腿のお，.1¥げは3段階に分かれて、その

漫揖の度合がぴったりと一致しているのである.主責特の生態が、それを者組きする器円形態

と、その，u置である炉の形瞳を蝿定し、それらは農耕の提展に世って鍵移をとげる。煩雑~型

式論をふりまわ事よりも、これからは探鉢形土器本来の使命とその相手について考えていかな

ければならない時代である。 {小体公明)

鉱 業武雌錨，、 C'p州側文土織の必誠J fJoh117-7 U~IO 

e同苔鑑 r'j!州事三銅A土径の緬t界的位鑑Hltとその社会的背様」 信.. 四 4 昭包
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